
第2部 パネルディスカッション



本日のシンポジウムとこれから

「インフラメンテナンス＆マネジメントのための

オール土木学会とりくみ」のために

• 意識化（自分ごと化）の主体の拡大

• 対象（インフラ）の広がり×観点（専門性・モード）の広がり

• 思考回路自体の再認識とそこからの一歩を始めよう！



今日のシンポジウムへの期待

シンポジウム参加者が、それぞれのやり方・考え方で

「インフラを自分ごと」とする意識を

一歩深める・具体化できたらいいな。

インフラのメンテナンスに関わる技術論からさらに、

インフラのマネジメントへと、考え方や取り組みが転換していくといいな。

上記に関わる幾つかの論点が、ディスカッションを通して示せるといいな。



パネルディスカッションの進め方

① 一つの共通認識として、国の検討委員会からの提言を確認

②自分ごと検討会メンバー６人から話題提供（視野を広げる）

③ ②もふまえて、個別性の高い現場からの議論を展開

④ 第1部の基調報告もふまえて、俯瞰的な観点からの議論を展開

⑤ 上記を横断しながら、土木技術者・土木学会会員としてどう
していくかを模索



下水道等に起因する大規模な道路陥没事故を踏まえた対策検討委員会

委員会設置[2025.2.21]

第1次提言［2025.3.17］

「全国特別重点調査の実地について」提言

→全国の下水道管理者に調査要請

第２次提言[2025.5.28]

「国民とともに守る基礎インフラ上下水道のあり方～安全性確保を最優先

する管路マネジメントの実現に向けて～」

→第1次国土強靱化実施中期計画に反映

第3次提言[2025.12.1]

「信頼されるインフラのためのマネジメントの戦略的転換」

→下水道法一部改正[2026.3.27閣議決定]



第3次提言

信頼されるインフラのためのマネジメントの
戦略的転換

Ⅰ：２つの『メリハリ』と２つの『見える化』による下水道管路
マネジメントの転換

Ⅱ：新たなインフラマネジメントに向けた５つの道すじ



国土交通省 第3次提言概要から一部抜粋

２つの『メリハリ』と２つの『見える化』



国土交通省 第3次提言概要から一部抜粋



(5)改革推進のための『モーメンタム』

• 技術や行政制度のみならず、市民、首長・議員の支援が不可欠

• 道徳観だけでなく、インフラが「パブリックコモンズ」と認識される

よう社会全体を動かすモーメンタムの醸成

• そのための会議体の強化

• インフラは利便性・安全性のみならずシビックプライドを育む基盤で

あり、地域のインフラマネジメントが国民の多様な幸せにつながる

• 自治体・住民の主体的参画を支える専門人材・技術教育

最適化の進行方向に学習を加速させることで
プラトー（鞍点での停留状態）から抜け出す手法

提言から佐々木葉が要約
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